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塞栓が加わり，no reflow 現象は進行する．No reflow 
現象を示した心筋血流は途絶しており，心筋 viability 
は期待できない．










に対する PCI 以外にも，待機的 PCI でも２～３％，































































影上 slow flow あるいは no reflow となる．
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場合に PCI 後 slow flow になり易い．また，冠閉塞部
より吸引された塞栓子の組織学的検討から，血小板・
フィブリン混合物，コレステリン結晶，マクロファー





























































corrected TIMI frame count がある．最近では，冠動
脈造影後に心筋に残存する造影剤による染影の程度と







有用である．毛細血管がダメージを受けた no reflow 
現象は特徴的な冠動脈血流速波形を呈する．No reflow 















































通じて緩徐な血流速となる．それに対し，容量血管である毛細血管の閉塞に伴う no reflow 現象では，心筋で拡張期に受け入れること
ができる血液量が減少するため，distal pressure が上昇し，拡張期血流は急速に減速する．さらに，毛細血管に収容された血液は収縮












































は no reflow 現象に対する治療法として確立したもの
はないが，いくつかの治療法は実験レベルあるいは臨
床試験で効果が確認されている．ここでも，細小動脈
























No Reflow Good Reflow
図５　初回前壁梗塞症例における再灌流後の冠注心筋コントラ






















筋梗塞症47例に対して，FilterWire-Ex を用いた PCI 
の検討では，この方法を用いた症例では TIMI frame 
count が低値となり，myocardial blush grade-３の比
率が高く，良好な ST resolution も増加し，慢性期の
左室機能改善も良好であったとしているが20)，今後の
検討の待たれるところである．













傍の左室腔のそれで補正した指標が relative myocardial contrast intensity（RMCI, dB）である．心筋における RMCI の値をカラー













































流直後に冠動脈に注入すると，TIMI flow grade が改
善し，冠動脈血流の増加を示唆する症例が多い．筆者
らはベラパミルの冠注は no reflow 現象の改善と壁運
動改善を促進することを報告している23)．しかし，PCI 
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